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Ⅰ　はじめに
　看護専門学校または看護大学に入学した学生が例
外なく入学直後から学ぶ科目に「看護学概論」もし
くは「看護学原論」がある。いずれの科目名であっ
ても、学生がこれから看護学を学んでいくうえでの
基盤を形成する科目という点では共通している。
　そのためか、「看護学概論」という科目名の授業
内容と「看護学原論」という科目名の授業内容は同
じような内容になっているのではないかと感じるこ
とがある。
　しかし、「本書は、『看護学概論』とはせずに、
『看護学原論』とした。『概論』と『原論』の違い
は前者がその学問領域の全体にわたって大要を述べ
たものであるのに対し、後者は、『根本になる理論
を論じたもの』（広辞苑）といわれている」1）とい
うことから明らかなように「概論」という概念と
「原論」という概念は異なるため、「概論」と「原
論」の概念の違いを十分に理解した上で授業を設計
した場合は、「看護学概論」という科目名での授業
内容と「看護学原論」という科目名での授業内容は
必然的に異なってくるものと思われる。
　ここで、「看護学概論」の科目目的と「看護学
原論」の科目目的をそれぞれの科目名になってい
るテキストでみてみる。「看護学概論」には「看護
学の土台である基礎看護学に位置し、看護学を履修
する学生が最初に学習する専門科目であり、看護学
全体の基本的内容を含む。さらに、看護に関する過
去と現在および未来の見通しを伝え、看護学の本質
を理解させると同時に、看護学の豊かさや奥深さを
イメージさせ、関心を高め、各領域の看護学への学
習意欲を鼓舞させるための科目でもある」2）「本書
では、第１章で基本的な考えかたを扱うほか、ある
施設を例に臨床での実際の取り組みを紹介し、第２
章で看護の対象である人間のさまざまなとらえ方を
紹介している。この第１・２章が『看護学概論』の
基盤となる部分である。ついで、第３章で私たち日
本人の健康やわが国の保健医療の状況を統計から客
観的に把握したうえで、第４章でわが国の看護職の
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成立や養成制度、第５章で看護倫理、第６章で看護
制度や看護政策、看護管理、医療安全などを学ぶ構
成となっている。（中略）第７章は応用的な意味合
いを持ち、現在の看護の活動領域の広がりを反映し
て、国外での看護や在日外国人への看護、災害時
の看護を紹介している」3）と記されている。一方、
「看護学原論」には「専門科目である『看護学』に
ついて、その原理を科学的な理論体系として展開
する講義である」4）「本書は、看護・看護学を原理
的・本質的に理解してもらうための編成を主眼と
し、初学者が『看護学』を学び、看護職者になるこ
とに誇りをもって歩んでいくための第１歩に、確か
な基盤を与えることを目的にしている」5）と記され
ている。
　このことから、「看護学概論」という科目名にお
いては、これから看護学を学んでいくうえで知って
おく必要があると思われる重要概念についての授業
内容、言葉を変えると、看護学を概観するさいに必
要になると思われる重要概念についての授業内容、
「看護学原論」という科目名においては、これから
学んでいく看護学とは何か（看護とは何か）を探求
する授業内容、言葉を変えると、看護学の本質（看
護の本質）を明らかにすることに焦点をあてた授業
内容になるものと思われる。
　しかし、前述したように「看護学概論」と「看護
学原論」は同じような授業内容になっているのでは
ないか、具体的には、「看護学原論」であっても
「看護学概論」のような授業内容になっているので
はないかと感じることがある。
　そこで、今回は、「看護学概論」と「看護学原
論」の授業内容の充実を図る手がかりを得る目的
で、看護基礎教育における科目名「看護学概論」と
科目名「看護学原論」の授業内容の実態を明らかに
した。
Ⅱ　研究目的
　「看護学概論」と「看護学原論」の授業内容の充
実を図る手がかりを得る目的で、看護基礎教育にお
ける「看護学概論」と「看護学原論」の授業内容の
実態を明らかにする。
Ⅲ　研究方法
１　研究デザイン
　文献研究
２　研究対象
　看護師養成課程を設置している大学の「看護学概
論」と「看護学原論」のシラバス
３　データ収集方法（シラバスの収集方法）
　看護学部または看護学科のある大学一覧（看護学
校便覧　2018，医学書院）に掲載されている大学の
なかで、ホームページ上に「2019年度　授業シラバ
ス」を公開している大学の科目名「看護学概論」の
シラバスと科目名「看護学原論」のシラバスを収集
した。次に、収集したシラバスから「授業項目」だ
けでなく、「授業項目」についての「具体的な授業
内容項目」が記されているシラバスを選択した。
４　データ分析方法（シラバスの分析方法）
　「看護学概論」と「看護学原論」それぞれのシラ
バスにおいて、まず「具体的な授業内容項目」を抽
出し、抽出した「具体的な授業内容項目」を同様の
項目名で分類した。次に、シラバスの授業項目名を
参考に、分類した「具体的な授業内容項目」のカテ
ゴリー化を図り、「授業項目」とした。
Ⅳ　結果
１　シラバス数
　研究対象となったシラバス数は「看護学概論」
91、「看護学原論」32であった。
２　「看護学概論」と「看護学原論」の授業内容の
実態（表１）
　「看護学概論」と「看護学原論」でカテゴリー化
を図った授業項目数は38、具体的な授業内容項目数
は151であった。このうち、「看護学概論」の授業
項目数は37、具体的な授業内容項目数は131、「看
護学原論」の授業項目数は36、具体的な授業内容項
目数は94であり、「看護学概論」と「看護学原論」
で共通していた授業項目数は35、共通していた具体
的な授業内容項目数は74であった。
　「看護学概論」「看護学原論」ともに具体的な授
業内容項目が50％を超えていたのは、授業項目「看
護の歴史について」の看護の歴史（看護史）、「看
護について」の看護の概念、「看護の機能と役割
について」の看護の機能と役割、「看護理論につい
て」の主要な看護理論、「倫理について」の看護倫
理であった。
　また、「看護学概論」のみ具体的な授業内容項
目が50％を超えていたのは、授業項目「看護につ
いて」の看護の主要概念（人間・環境・健康・看
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護）、「看護の場について」の看護サービスの提供
の場、「看護学原論」のみ具体的な授業内容項目が
50％を超えていたのは、授業項目「看護理論につい
て」の看護実践と看護理論（中範囲理論）、「看護
と法について」の看護における法的責任であった。
　「看護学概論」「看護学原論」ともに具体的な授
業内容項目が40～50％であったのは、授業項目「看
護と法について」の看護と法であった。
　また、「看護学概論」のみ具体的な授業内容項
目が40～50％であったのは、授業項目「看護につい
て」の看護の専門性、「対象理解について」の対
象の理解・人間の発達とライフサイクル、「ヘルス
サービスの提供について」の保健・医療・福祉シス
テムにおける看護の役割、「看護学原論」のみ具体
的な授業内容項目が40～50％であったのは、授業項
目「看護について」の看護の主要概念（人間・環
境・健康・看護）、「看護の主要概念について」の
健康の概念であった。
　「看護学概論」のみ具体的な授業内容項目が30～
40％であったのは、授業項目「看護の主要概念につ
いて」の健康の定義、「看護の方法について」の看
護過程、「今後の看護の展望について」の看護の課
題と展望、「看護教育について」の看護教育制度、
「看護学原論」のみ具体的な授業内容項目が30～
40％であったのは、授業項目「看護について」の看
護の専門性、「対象理解について」の人間の発達と
ライフサイクルであった。
　「看護学概論」のみ具体的な授業内容項目が20～
30％であったのは、授業項目「看護について」の看
護の定義・看護の目的（目標）、「看護の主要概念
について」の健康の概念、「看護理論について」の
看護実践と看護理論（中範囲理論）、「ヘルスサー
ビスの提供について」の保健・医療・福祉システ
ム・チーム医療、「看護管理について」の看護職者
の教育とキャリア開発、「医療安全について」の医
療安全、「看護学原論」のみ具体的な授業内容項目
が20～30％であったのは、授業項目「看護の主要概
念について」の環境の定義、「対象理解について」
の統合体としての人間、「看護の方法について」の
看護過程であった。
　以上の結果から、20％未満の割合であった具体的
な授業内容項目を削除し、20％以上の具体的な授業
内容項目を表２に示した。
　表２より、「看護学概論」「看護学原論」で共通
している授業項目は、「看護の歴史について」「看
護について」「看護の主要概念について」「対象理
解について」「看護の機能と役割について」「看護
理論について」「倫理について」「看護の方法に
ついて」「看護と法について」、これに加え「看
護学概論」のみの授業項目は「看護の場について」
「ヘルスサービスの提供について」「今後の看護の
展望について」「看護教育について」「看護管理に
ついて」「医療安全について」であり、授業項目数
は「看護学概論」においては15、「看護学原論」に
おいては９、具体的な授業内容項目数は「看護学概
論」においては24、「看護学原論」においては15で
あった。
　「看護学概論」「看護学原論」いずれかで学んで
いる具体的な授業内容項目151のうち、20％未満の
項目数は「看護学概論」においては107、「看護学
原論」においては80であり、０％の項目数は「看護
学概論」においては20、「看護学原論」においては
56であった。
　また、「看護学概論」では学んでいるが、「看護
学原論」では学んでいない授業項目は、「今後の看
護の展望について」「医療事故について」であり、
「看護学概論」では学んでいないが、「看護学原
論」では学んでいる授業項目は、「社会と看護につ
いて」であった。
― 30 ―
         表１「看護学概論」と「看護学原論」における授業内容
ｎ＝91 ｎ＝32
授業項目 具体的な授業内容項目 看護学概論 看護学原論
看護学について 看護学とは 6(7%) 5(16%)
看護学の５概念 1(1%) 0
（人間・環境・社会・看護目標・看護実践）
看護の歴史について 看護の歴史（看護史） 79(87%) 21(66%)
看護について 看護の概念 72(79%) 21(66%)
看護の定義 19(21%) 5(16%)
看護の専門性 44(48%) 11(34%)
看護の独自性 2(2%) 0
看護の特性 10(11%) 2(6%)
看護の目的（目標） 22(24%) 7(8%)
サービスとしての看護 3(3%) 1(3%)
看護の主要概念(人間・環境・健康・看護） 56(62%) 14(44%)
看護を構成する５つの主要概念 1(1%) 0
（人間・生活・健康・環境・看護）
看護の主要概念について 人間の概念 11(12%) 4(13%)
健康の概念 20(22%) 14(44%)
健康の定義 32(35%) 2(6%)
健康の段階（急性期・慢性期・回復期） 4(4%) 1(3%)
国⺠の健康状態の概要 6(7%) 0
環境の概念 9(10%) 8(25%)
人間と環境 13(14%) 2(6%)
環境と健康 16(18%) 4(13%)
ライフスタイルと健康 5(5%) 0
健康と生活 6(7%) 0
ライフサイクルと健康 4(4%) 2(6%)
病気とは 0 2(6%)
障害とは何か（障害の定義） 3(3%) 4(13%)
生活について 生活の概念 8(9%) 2(6%)
生活行動とは何か 1(1%) 0
暮らしの概念 1(1%) 0
看護の対象について 看護の対象 12(13%) 4(13%)
家族 7(8%) 0
個人・家族・集団・地域社会 8(9%) 5(16%)
対象理解について 対象の理解 42(46%) 3(9%)
統合体としての人間 7(8%) 6(19%)
人間の発達とライフサイクル 40(44%) 10(31%)
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生活者としての人間の理解 14(15%) 6(19%)
家族の発達課題 4(4%) 0
患者の概念 1(1%) 0
患者の心理 4(4%) 0
対象との人間関係について 援助的人間関係について 10(11%) 3(9%)
対象との対人関係 0 1(3%)
対象との人間関係 0 1(3%)
コミュニケーションについて コミュニケーション 7(8%) 2(6%)
対人コミュニケーション 1(1%) 0
医療現場でのコミュニケーション 2(2%) 0
カウンセリング 2(2%) 0
看護の機能と役割について 看護の機能と役割 1(1%) 17(53%)
健康レベルからみた看護の役割 3(3%) 0
特定行為 1(1%) 0
看護援助について 看護援助とは何か（概念） 1(1%) 0
看護援助の要素 0 1(3%)
ケアの概念について ケアの概念 15(16%) 2(6%)
ケアとキュア 3(3%) 0
看護ケアの本質 0 1(3%)
ケアリング 8(9%) 3(9%)
看護の場について 看護サービスの提供の場 51(56%) 7(8%)
看護の場と看護活動 11(12%) 0
看護活動について 看護活動とは何か（概念） 9(10%) 3(9%)
看護活動の実際 7(8%) 0
看護実践について 看護実践とは 3(3%) 0
看護実践の基準 3(3%) 0
看護実践の定義と構造 0 1(3%)
看護実践と研究 0 1(3%)
看護実践における研究の必要性 0 1(3%)
看護の方法について 看護提供の仕組み 8(9%) 1(3%)
看護の方法論 14(15%) 3(9%)
看護の展開方法 3(3%) 0
看護の構造と方法 0 2(6%)
看護過程 29(32%) 10(31%)
看護過程・看護診断 3(3%) 0
クリティカルシンキング 1(1%) 1(3%)
看護理論について 主要な看護理論 67(74%) 19(59%)
看護実践と看護理論（中範囲理論） 19(21%) 21(66%)
看護実践のための理論的根拠 8(9%) 1(3%)
― 32 ―
看護実践と看護理論の関係 0 4(13%)
看護理論の開発 2(2%) 0
看護理論の構築プロセス 0 1(3%)
倫理について 看護倫理 70(77%) 16(50%)
看護専門職に必要な倫理的態度 6(7%) 0
患者の権利 7(8%) 2(6%)
インフォームドコンセント 6(7%) 0
プライバシーの保護 4(4%) 0
意思決定支援 6(7%) 0
生命倫理 4(4%) 0
看護記録について 看護記録 4(4%) 2(6%)
看護技術について 看護技術とは（概念） 12(13%) 7(8%)
看護技術を実践するプロセス 2(2%) 0
看護専門職について 看護専門職とは 4(4%) 2(6%)
看護職者の責務 8(9%) 1(3%)
看護専門職に求められる基本的な力 0 2(6%)
看護制度について 看護に関連する諸制度 14(15%) 2(6%)
看護制度 8(9%) 4(13%)
看護と法について 保健師助産師看護師法 14(15%) 5(16%)
看護と法 37(41%) 13(41%)
看護における法的責任 4(4%) 17(53%)
ヘルスサービスの提供に 保健・医療・福祉システム 26(29%) 2(6%)
ムテスシ供提アケスルヘていつ 2(2%) 0
医療サービス提供システム 1(1%) 0
保健・医療・福祉の職種 1(1%) 0
保健・医療・福祉に携わる多職種の役割と機能 4(4%) 1(3%)
保健・医療・福祉システムにおける看護の役割 40(44%) 3(9%)
チーム医療における看護の役割 0 4(13%)
多職種連携 16(18%) 1(3%)
保健・医療・福祉チームの連携・協働 0 4(13%)
ヘルスケアチームの連携・協働 1(1%) 0
看護の連携・協働 1(1%) 0
看護の継続性 6(7%) 1(3%)
チーム医療 19(21%) 0
地域包括ケアについて 地域包括ケアシステムの概念 6(7%) 1(3%)
地域包括ケアシステムにおける看護の役割 3(3%) 0
今後の看護の展望について 新たな看護サービスの可能性 1(1%) 0
看護の未来 1(1%) 0
看護の将来像 1(1%) 0
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看護の発展 12(13%) 1(3%)
看護の役割・機能の拡大 9(10%) 3(9%)
看護の課題と展望 31(34%) 1(3%)
21世紀に求められる看護 0 1(3%)
看護の展望 0 7(8%)
看護の国際化 0 2(6%)
グローバル社会における看護のあり方 5(5%) 0
今後の看護学の展望について 看護学の発展の方向性 5(5%) 0
社会と看護について 看護に対する社会的ニーズ 0 1(3%)
看護を取り巻く社会情勢 0 2(6%)
看護教育について 看護教育制度 30(33%) 4(13%)
看護（学）教育 10(11%) 2(6%)
看護研究について 看護研究 5(5%) 2(6%)
研究と倫理 1(1%) 0
実践・研究・理論について 看護における実践・研究・理論の関係 3(3%) 3(9%)
看護管理について 看護管理 15(16%) 4(13%)
看護ケアのマネジメント 4(4%) 0
看護提供システム 12(13%) 2(6%)
看護組織 8(9%) 1(3%)
看護サービスとは 5(5%) 0
看護サービスの評価 7(8%) 0
リーダーシップ 2(2%) 0
看護職者の教育とキャリア開発 18(20%) 2(6%)
看護の質保証 10(11%) 1(3%)
医療の質保証 2(2%) 0
医療経済 0 1(3%)
看護行政・政策について 看護行政 3(3%) 3(9%)
看護政策 7(8%) 3(9%)
国際看護について 国際看護 12(13%) 2(6%)
国際協力活動 4(4%) 0
国際化と看護 3(3%) 0
医療安全について 医療安全 23(25%) 6(19%)
医療事故について 医療事故 5(5%) 0
医療事故と法的責任 4(4%) 0
災害看護について 災害看護 12(13%) 2(6%)
社会保障制度について 保健医療制度 5(5%) 1(3%)
診療報酬制度 3(3%) 0
介護保険制度 2(2%) 0
社会保障制度 1(1%) 0
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         表2  20％以上の具体的な授業内容項目
n=91 n=32
授業項目 具体的な授業内容項目 看護学概論 看護学原論
看護の歴史について 看護の歴史（看護史） 79(87%) 21(66%)
看護について 看護の概念 72(79%) 29(91%)
看護の定義 19(21%) （２０％未満）
看護の専門性 44(48%) 11(34%)
看護の目的（目標） 22(24%) （２０％未満）
看護の主要概念(人間・環境・健康・看護） 56(62%) 14(44%)
看護の主要概念について 健康の概念 20(22%) 14(44%)
健康の定義 32(35%) （２０％未満）
環境の概念 （２０％未満） 8(25%)
対象理解について 対象の理解 42(46%) （２０％未満）
統合体としての人間 （２０％未満） ７(22%)
人間の発達とライフサイクル 40(44%) 10(31%)
看護の機能と役割について 看護の機能と役割 73(80％） 17(53%)
看護の場について 看護サービスの提供の場 51(56%) （２０％未満）
看護理論について 主要な看護理論 67(74%) 19(59%)
看護実践と看護理論（中範囲理論） 19(21%) 21(66%)
倫理について 看護倫理 70(77%) 16(50%)
看護の方法について 看護過程 29(32%) 9(28%)
看護と法について 看護と法 37(41%) 13(41%)
看護における法的責任 （２０％未満） 17(53%)
ヘルスサービスの提供に 保健・医療・福祉システム 26(29%) （２０％未満）
ついて 保健・医療・福祉システムにおける看護の役割 40(44%) （２０％未満）
チーム医療 19(21%) （２０％未満）
今後の看護の展望について 看護の課題と展望 31(34%) （２０％未満）
看護教育について 看護教育制度 30(33%) （２０％未満）
看護管理について 看護職者の教育とキャリア開発 18(20％） （２０％未満）
医療安全について 医療安全 23(25%) （２０％未満）
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Ⅴ　考察
１　「看護学概論」「看護学原論」の授業内容の実
態について
　表１より「看護学概論」「看護学原論」の授業内
容の実態を全体的にみてみると、「看護学概論」と
「看護学原論」でカテゴリー化を図った授業項目
数38、具体的な授業内容項目数151のうち、「看護
学概論」の授業項目数は37、具体的な授業内容項目
数は131、「看護学原論」の授業項目数は36、具体
的な授業内容項目数は94であり、「看護学概論」と
「看護学原論」で共通していた授業項目数は35、共
通していた具体的な授業内容項目数は74であった。
このことから、授業項目に分類された具体的な授業
内容項目に違いはあっても、授業構成の根幹となる
授業項目という視点でみた場合、「看護学概論」と
いう科目名であっても「看護学原論」という科目名
であっても授業構成にほとんど違いはないといえ
る。
　ここで、授業構成の詳細を授業項目と具体的な授
業内容項目を合わせてみてみる。まず、すべての授
業項目のなかで20％以上の具体的な授業内容項目を
含む授業項目をみてみると、「看護学概論」「看護
学原論」での共通項目は、「看護の歴史について」
「看護について」「看護の主要概念について」「対
象理解について」「看護の機能と役割について」
「看護理論について」「倫理について」「看護の方
法について」「看護と法について」であることか
ら、「看護学概論」にも「看護学原論」にも、看護
の本質を明らかにすることに関する授業内容は含ま
れているといえる。
　次に、「看護学概論」のみが20％以上の具体的な
授業内容項目を含む授業項目をみてみると、「看護
の場について」「ヘルスサービスの提供について」
「今後の看護の展望について」「看護教育につい
て」「看護管理について」「医療安全について」で
あったが、20％未満ではあっても「看護学原論」に
もこれらすべての授業項目と具体的な授業内容項目
があったことから、「看護学原論」にもこれらの授
業内容は含まれているといえる。
　さらに、20％以上の具体的な授業内容項目数を
みると151項目中「看護学概論」は24、「看護学原
論」は15、20％未満の具体的な授業内容項目数を
みると151項目中「看護学概論」は107、「看護学原
論」は80、０％の項目数をみると151項目中「看護
学概論」は20、「看護学原論」は56であった。この
ことから、授業項目という授業構成上の違いはなく
ても、具体的な授業内容項目という視点でみると、
「看護学原論」より「看護学概論」の方が授業内容
は、多岐にわたっているということができる。
　しかし、「看護学概論」のみが20％以上の具体的
な授業内容項目を含む授業項目すべてにおいて、
20％未満ではあっても「看護学原論」でも「看護学
概論」と同様の具体的な授業内容項目があること、
20％未満の具体的な授業内容項目数が「看護学概
論」が107に対して「看護学原論」は80であること
から、「看護学概論」ほどではなくても、「看護学
原論」の授業内容も多岐にわたっているといえる。
　ここで、このような授業内容の実態に関係してい
ると思われる「看護学概論」と「看護学原論」のテ
キストをみてみる。「看護学概論」のテキストの目
次6）7）8）をみてみると、今回明らかになった授業項
目や具体的な授業内容項目と目次はおおよそ同じ
であった。また、「看護学原論」のテキスト目次9）
をみてみると、今回明らかになった授業項目や具体
的な授業内容項目には目次以外の項目が含まれてい
た。
　このことから、「看護学概論」においては、「概
論」という言葉の意味する看護学を概観するうえで
知っておく必要があると思われる概念に焦点をあて
た授業内容になっているが、「看護学原論」におい
ては、「原論」という言葉の意味する看護の本質を
明らかにすることに焦点をあてた授業内容以外の授
業項目を含んだ授業内容になっているといえ、その
結果、「看護学概論」と「看護学原論」は同じよう
な授業内容になっているものと思われる。この背景
には、「概論」という概念と「原論」という概念に
対する認識の低さがあるものと思われる。
　次に、今回明らかになった授業項目のなかに「看
護学概論」においても「看護学原論」においてもカ
リキュラム上「科目名」として設定されることの多
い授業項目「コミュニケーションについて」「対象
との人間関係について」「看護の方法について」
「医療安全について」「医療事故について」「災
害看護について」「国際看護について」「看護管理
について」「看護研究について」「社会保障制度に
ついて」があった。これらの授業項目については、
カリキュラムを全体的にみて、その「科目名」のカ
リキュラムにおける位置づけ、開講時期、授業内容
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を十分に把握し、「看護学概論」の科目目的や「看
護学原論」の科目目的との整合性という観点でから
「看護学概論」「看護学原論」で授業内容として取
り込むことの要否の判断、必要と判断された場合
は、授業内容の検討が重要になると思われる。この
検討は、看護の本質を明らかにすることに焦点をあ
てた授業設計となる科目名「看護学原論」の場合
は、特に重要になると思われる。
２　「看護学概論」「看護学原論」の授業内容への
示唆
１）「看護学概論」は授業内容が多岐にわたり、看
護学を概観する授業内容になっていること、「看
護学原論」は看護の本質を探究する授業内容が取
り込まれているが、それに加え、「看護学概論」
のような看護学を概観する授業内容も取り込まれ
ていることが明らかになった。その結果、「看護
学概論」と「看護学原論」は同じような授業内容
になっているといえる。このことより、「概論」
と「原論」の概念を再確認し、「看護学概論」の
場合、「看護学原論」の場合の授業内容の検討が
必要である。
２）「看護学概論」「看護学原論」の授業項目に
は、カリキュラム上「科目名」として設定される
ことの多い授業項目が含まれていることが改めて
明らかになった。このことより、「看護学概論」
「看護学原論」の科目目的との整合性の観点か
ら、「看護学概論」「看護学原論」にこれらの授
業項目を取り入れる要否の検討が必要である。
Ⅵ　研究の限界
　今回の研究は、看護学部または看護学科のある
263大学中、123大学のシラバスからの結果であるこ
とが研究の限界である。
Ⅶ　結論
　「看護学概論」「看護学原論」の授業内容の実態
として以下のことが明らかになった。
１　「看護学概論」と「看護学原論」は、若干の違
いはあっても同じような授業内容になっていた。
「概論」と「原論」の概念の違いを明確にしたう
えで、科目目的に適った授業内容を検討していく
必要がある。
２　「看護学概論」「看護学原論」の授業内容に
は、カリキュラム上「科目名」として設定される
ことの多い授業項目が含まれていた。「看護学概
論」「看護学原論」の科目目的との整合性の観点
からこれらの授業項目の要否を検討していく必要
がある。
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